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新年のごあいさつ

　平成3年の新春を迎え、謹んでお慶び申しあげま
す。

　年頭に当たりご挨拶を申し上げます。

　今日、国際情勢の急劇な変化、技術革新、価値観

の多様性などが経済社会の基本的構造に影響を与え

る中で、新年を迎え、科学技術分野における技術革

新などを支える新素材の研究開発を進める当研究所

に与えられた責務の重責を感ずる次第です。

　当所が発足して25年を迎えることになります。発

足以来、研究者の独創性を尊重した、特殊なグルー

プ制度で運営され材質の合成研究を中軸として、学

際的な研究の場を通じて研究を推進して参りました。

研究所・所員の努力により、諸外国から注目を浴び

る幾つかの芽が育ち始めております。今後、一これら

を育成すると共に、新たなシーズを形成し、国際貢

献に寄与すべく努力する所存です。

　昨年度には、従来の15の研究グループと超高圧、

超高温の両ステーションに加えて、新たに未知物質

探索センターが発足いたしました。このセンターは

未知物質の探索に必要とされる予測・設計を可能に

する学理の追求、あるいは未知物質創製の可能性及

び結晶構造を予測する諸理論を開発する場でござい

ます。21世紀に向けての新しいフェーズの新素材開

発の芽が派生すべく、この組織を育成する所存です。

　また設備におきましては超高分解能超高圧電子顕

微鏡が稼働状態となり、始めて酸素原子の配列を直

接観察、また結晶構造全体を科学の目で把握するこ

とが可能となり、酸化物高温超電導体、機能性セラ

ミクスの構造解明に威力を発揮するのみならず、そ

の機能の発現機構解明の一助となることが期待され

ます。

所長　瀬高　信雄

　科学技術会議において、“インテリジェント材料”

の重要性が指摘され、研究開発の方向、推進方策が

とりまとめられております。“インテリジェント材

料”は将来の材料開発の一つの重要な指針であると

位置付けられます。このような、従来の既成概念の

枠を越えた、また世を先導し、技術革新に関わる材

質創生研究は研究者の独創性、ならびに学際的研究

が特に要請され、また地道な基盤的な研究の積み重

ねによって達成されるものと考えられます。

　当研究所は発足以来、育成されてきた学際的な研

究の場に、新たに発足した未知物質探索センターを

組入れ、“インテリジェント材料”をはじめ機能性新

素材に関わる研究の推進に努力して参る所存でござ

います。

　関係各位のご理解とご指導・ご鞭捷を賜りますよ

うお願い申し上げます。
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準結晶の構造

第11研究グループ　主任研究官　山本　昭二

三　はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　Al・Mn準結晶の構造

　準結晶は、1984年の暮れにShechtmanらによっ　　　　最初に発見されたAi－Mn準結晶は、正面体対称性

て珪〕Al－Mn合金で発見された固体の新しい状態で、　　　をもち6本の5回轍、！C本の3圃軸15本の2回軸が

LevineとSteinhardtによって準結晶（quasicrystal）　　ある。このため、立法晶より対称性が高く、点群の

と命名された2〕。これは周期性は持たないが長距離　　　対称操作の数は120である。この対称性．によってどの

秩序は保った状態である。従って結晶とアモルファ　　　方向にも周期を持ち得ない。しかし、圓折図形に

スの牢間の状態と考えることが出来る。事実、初期　　　Bragg反射が見られる3次元空閻の非周期構造は、

の準結晶は、アモルファス合金をつくる手法で融体　　　多次元空間の周期構造（緒晶）から数学的な方法で

を急冷することで結晶の析出を抑えることによって　　　導くことが出来る。準結晶の構造モデルをっくるに

つくられていた。構造的にみると、準結晶はアモル　　　は、いくっかの方法が考えられているが、本破究で

ファスよりは結晶に近く、結晶のように圓折実験を　　　は、回折実験に基づいてモデルをつく’るのに最も適

行なうとBragg反射が見られる。しかし、結晶の圓折　　　した断面法を用いた。これによれぱ、A1－Mn準結晶

図形とは明らかに違って、5，8，10，12回軸等の　　　の構造モデルは、6次元空閥の結晶の3次元空閻に

ように結晶では許されない圓転対称性を示す。この　　　おける断面として与えられる。正2C面体対称性を持

ために、準結晶は周期構造の条件と相いれず周期性　　　つ最も簡単な構造は、3次元Penroseタイリングと

を持たない。このような物質は従来の固体の常識を　　　呼ばれ、6次元空闘の立法格子の格子点に、現実の

覆すものであったため、発見以来準結晶フィーバー　　　3次元空閻（実空聞）に直交する3次元空閲（補空

が起こり、年に300－400報の割禽で論文が出され今　　　間）上で広がる菱繭3C面体を置き、これの実空闘で

日にいたっている。この間に、準結晶が液体急冷に　　　の断繭を取ることによって得られる。これは、図！

よって出来る準安定な状態のみならず、安定な準結　　　に示すような2種類の菱面体で、非周期的に空聞を

晶が存在する事が分かり、その数は現在十数倒こお　　　埋め尽くす構造で、これらの各々の頂点に原子を置

よんでいる3〕。準結晶は、従来知られていない園体の　　　いたものである。ただし、菱面体の配列の仕方には

全く新しい状態であるため、現在でも構造が十分に　　はっきりとした規餓があり、準周期構造と言われる。

は分かっていないが、安定な準結晶の発見により、　　　菱面体の各辺は同じ長さを持っているが、これを4、

準結晶法によるx線回折実験が可能な大きな単準結　　　6五に取り、頂点にMn原子を置くとAl－Mn準結晶

晶が出来るようになってきた。これによって、今後　　　のMnの密度が得られ、電子回折図形の強度を定性

精密な準結晶の構造解析がおこなえる条件が満たさ　　　的に説明できることが知られていた。しかし、X線

れつつある。しかし、ここでは、2年前に行なわれ　　　粉末圓折強度を定量的に説明することは、A1原子を

現在の準結晶の構造に対する認識の基となった、粉　　　考えていないので不可能である。X線粉末回折実験

末法によるAl－Mn準結晶の解析結累について述べ　　　には、AレMn準結晶よりはよりきれいな準周期構造

る則。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がえられるAl－Mn－Siを用いた。これは、Al－Mn準結

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晶のA1原子を約6％Siで置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　換したものである。A源子は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mn原子の約4倍存在しこの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　位置を決定しなければならな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。我々は、3次元Penroseタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イりングには！2配位位置が多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数存在すること、Al－Mn準結

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晶に組成の似た立法晶α一A王一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mn－Siにも12配位位置があり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そこには玉2個のMnと42個の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Alからなる正20面体対称を
　　　図1　3次元Penroseタイリングを構成する2つの菱面体。　　　　　持った原子クラスターがある
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（a）

（・〕　鰯藪

（C）

皿

図2　A1〃Mn1。原子クラスタを生ずる補空問上の

　　　原子の形。

　　　（・）Mn原子に対するもの。中心は（O00000）d

　　　（b）内側の12個のA1原子に対するもの。中心は

　　　（100000）／2。（・）外側の30個のA1原子に対す

　　　るもの。中心は（OOOO00）。

ことに注目し、3次元Penroseタイリング中の12配

位位置に結晶と同じ原子クラスターを置き、それを

適当にA1あるいはMn原子がつなぐモデルを考えた。

このようなモデルは、図2に示すような複雑な原子

クラスターを6次元空問の原点（OOOOOO〕、あるいは

（100000）／2に置かなければならない5）。また、A1〃

Mnl。原子クラスターをつなぐ原子も考慮した結果、

図3に示すように、x線粉末回折図形を定量的に説

明できるモデルを得た。図4にこのモデルを5回軸

方向から見た投影図を示す。ここで赤丸はA1原子

を、青丸はMn原子を表わす。図には中心にMn原子

があり、その回りに24個のA1原子の2重環がある場

所が多数見られる。これが正20面体対称A1・・Mn1・原

子クラスターの中心の位置である。この構造では、

A1原子は3次元Penroseタイリングを構成する図1

に示した2つの菱面体の面体角線上に多数はいり、

辺の中央に一部入った構造となる。ただし、場所に

よって両方に入る場合も片方に入る場合もある。初

期のモデルには、場所によらず2つの菱面体上同じ

位置をA1原子が占めるものが多かったが、本研究

で、この様なモデルではX線粉末回折の強度を説明

できないことが明かとなった。

3　おわηに

　ここに述べたモデルは2年前に得られたものであ

るが、これによって、Al－Mn準結晶が準周期的に酉己

列した多数の原子クラスターとそれをつなぐ原子か

らなることが明らかになった。現在、Al・Mn準結晶

と同形の構造を持つと考えられるものが多数見つ

かっている。またこの結果、これとは異なった正20

面体対称構造を持つA1－Li－Cuも異なった原子クラス

ターが12配位位置を占めるとの見方が取られるよう

になった。これらに比べて、正8角形、正10角形、

正！2角形対称準結晶も構造解析は進んでいないが、

最近単結晶法で正10角形対称Al－Co－Niの構造解析

が行なわれ、ここでも5回対称を持った原子クラス

ターが多数準周期的に並んでいることが明らかに

なった6〕。この様な結果から、準結晶は結晶の対称性

では許されない回転対称性を持った原子クラスター

が準周期的に配列した状態と考えられる。最初に述

べたように、準結晶育成法の進歩により単結晶法に

よる準結晶のX線構造解析が、いくつかの準結晶に

ついて可能になってきている。現在安定な準結晶に

ついては、実験データの収集に関して解決すべき問

題は少ないが、解析理論の整備が追いついていない

状態である。このため、多くの実験が行なわれてい

るのに解析結果が得られた例は少ない。今後の理論

的発展に期待するところが大きい。
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　　　赤がA1原子青がMn原子を表す。
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　　　　マレイシアファインセラミックス研究プロジェクトについて

H　　　H　　　H　　　“　　　li回　　1H　　　1

第1研究グループ　主任研究官　渡辺　明男

　本プロジェクトは昭和58年に当時の中曽根首相が

ASEAN諸国と科学技術を分かち合う技術協力を提

唱したのを受けて始まった、国際協力事業団（JICA）

による日本・アセアン科学技術協カプロジェクトの

ユつである。このプロジェクトの特色はASEAN各

国でマテリアルサイエンス分野についてそれぞ’れが

ホスト国となる研究テーマのプロジェクトを創設し

て、その成果をASEAN諸国で共有し、かつその実施

に協力するというものである。

　マレイシアからプロジェクトとしてファインセラ

ミックス研究について要請があり昭和62年度から協

力を開始した。またプロジェクトの終了は平成3年

度を予定している。

　研究協力の機関としては、日本側としては無機材

質研究所が、マレイシア側としてはマレイシアの科

学技術環境省の工業標準研究所（Standards　and

Industrial　Research　Institute　of　Ma1aysia；以下

SIRIMと記す）が担当している。

　研究の内容は酸化物、非酸化物、ガラスの各分野

について基礎的な合成と特性解析を行うことである。

　具体的には研究協力として、（1）日本の研究者のマ

レイシアヘの派遣、（2〕マレイシア研究者を無機材研

で受け入れ研究の指導、（3）マレイシア政府に必要な

実験機材の供与、（4）マレイシア国内でのセラミック

スセミナーの開催、の4点を並行して進めている。

　派遣される研究者には長期間（1年以上）滞在し

て研究の指導を行う長期専門家と、短期間滞在して

特定の研究テーマについて指導する短期専門家とあ

る。専門家は無機材質研究所の現役および退職した

研究者を中心に、必要に応じて民間の研究者も交え

派遣されている。長期専門家としては最初元第9研

究グループ総合研究官長谷川泰氏が派遣され、現在

は前第10研究グループ総合研牢官嶋津正司氏他2名

図1　マレイシアエ業標準研究所正面

が派遣されている。また、短期専門家としては本年

10月末までに第1研究グループ総合研究官白崎信一

他18名が派遣されている。

　また、・マレイシアらからは昭和62年度、63年度、

平成元年度にそれぞれ3名、平成2年度に1名の合

計10名の研究者が派遣されて無機材質研究所で研修

を受けている。本年度においてもあと2名の研修が

予定されている。

　供与された実験基材としては走査型電子顕微鏡、

粉末X線回折装置、真空ホットプレス装置などがあ
る。

　また、セラミックスセミナーは5回開催されてい
る。

　マレイシア側で研究を担当するSIRIMはマレイ

シアの首都クアラ・ルンプールの西方約20㎞にある

Shah　Alam市にある。Shah　A1am市はSelangor州の

州都で最近建設された都市であり、良く整備された

緑の多く、ある面では筑波学園都市とも似た都市で

ある。

　市の中央を高速道路が走り、その北部は生活ゾー

ンとなっている。中央に人工湖を中心とする公園が

（4〕



図2　東アジア最大の国立モスク

あり、その隣にショッピング・センター、またその

周囲は住宅街となっている。その他に、国立大学（マ

ラエ科大学）・図書館・博物館・国立のモスク（東ア

ジア最大）等の文化施設がある。また、州庁舎、市

庁舎もこの北部地区にある。

　また、高速道路の南部は工業団地となっており、

日系の企業も多い。また、マレイシア初の国産白動

車Proton　Sagaの工場もこの工業団地内にある。

　SIRIMはショッピング・センターの隣の市の中心

部に位置している。職員の数は約800人で、その業務

は主としてマレイシア国内の工業規格の作成や品質

保証を行う標準化関係と、国内企業の育成のための

受託試験、技術指導等を行う工業化関係とからなっ

ている。

　セラミックス分野については伝統的な工芸品など

を扱うトラディショナルセラミックス部門とファイ

ンセラミックス部門の2部門に分けて研究等の業務

を行っている。本プロジェクトはこのファインセラ

ミックスの部門で担当している。

　今回の研究プロジェクトは昭和62年度から始まっ

たものであったが、多くの研究機材が平成元年度末

に日本から送られており、本年度が本格的な研究の

スタートの年になった。

　私は酸化物分野の短期専門家として平成2年5月

7日から9月14日の約4ヵ月間マレイシアに滞在し

た。

　今回のマレイシアの業務は、多くの機材が搬入さ

れたばかりであったことから日本から供与された装

置の調整や使用方法の説明が中心であった。装置の

調整に当たっては電気システムや冷却水などで日本

との違いも・あって多少のトラブルもあったが、

SIRIMの研究者や技術者の努力によってすべての

装置が順調に稼働する状況になった。

　マレイシア研究者のファインセラミックス研究を

定着させようとの意識の高．さもあって熱心であり、

装置の使用方法についても十分に理解されたものと

思われる。

　今後マレイシア国内で研究が順調に進展すると、

この成果をASEAN諸国で共有するためにこの

SIRIMがホスト機関となってASEAN各国の研究者

を受け入れて共同研究や技術研修を行う予定となっ

ている。

　マレイシアは公用語はマレー語であるが、SIRIM

の研究者は皆英語を話すことができ、業務の上で言

葉の不自由はなかった。また、マレイシア側の研究

者も無機材研で研修を受けた親しい人もおり、派遣

された当初から非常に友好的に仕事を進めることが

できた。

　マレイシアは熱帯ということであるが、日中の気

温は32℃程度であり、日本の夏とあまり変わらない

気候であったため過ごしやすかった。また、回教国

ではあるが、個人の信教の白由を保証していること

もあって特に違う宗教の国へ来たという違和感は感

じられなかった。経済的にも順調であり、物資も豊

富で正にASEANの優等生という言葉が適切な国で

あった。・

　今回のプロジェクトによって、マレイシアにファ

インセラミックス研究が定着して将来的にマレイシ

ア国内産業の育成に寄与できることと、こうした研

究交流を通じて日本とマレイシア間の友好がさらに

深まることを期待します。

カナダ・シャーブルック大学に滞在して

超高温ステーション　主任研究官　石垣　隆正

　1989年9月から一年間、長期滞在研究員として、

カナダ・ケベック州のシャーブルックにある、シャー

ブルック大学プラズマエ学研究室、ブロス教授のも

とに滞在する機会を得た。シャーブルックは、ケベッ

ク州随一の都市モントリオールから東へ約150㎞の

ところにある人口約10万人の小都市であった。南へ

約70㎞走るともう米1バーモント州、さらに南へ400

㎞でボストンといった位置にある。

　シャーブルック大学は、1954年に創立された新し

い大学で、9つの学部を持ち、学生数約一万人とい

うことだった。私が所属していたのは工学部化学工

学科であったが、工学部は産業界での実習を必修と

（5）



した特殊なカリキュラムを持っていた。学生は、一

学期終了ごとに一定期間（一ヶ月あまり）民問会社

で実際に働き、その後大学に戻って講義を受ける。

これを繰り返して、学部を卒業する。学生は卒業前

にじかに会社を知ることができ、また当然給料も得

ることができる。カナダにおいても、学生をいかに

集めるかということは大学関係者の課題であるらし

いが、このカリキュラムのためにシャーブルック大

学工学部の人気は仲々高いということであった。

（もっとも、給料を得られるという理由の方が大き

いのだろうと、この制度について説明してくれた助

教授が複雑な顔をしていたが。）

　カナダでは、電カコストが低いので、プラズマの

研究、それも数十～数百kWの大電力を要する熱プラ

ズマの研究が盛んである。ブロス教授は、プラズマ

エ学、特に高周波熱プラズマの理論解析で、現在広

く行われている方法を最初に提唱したことで著名で

ある。現在は、数値モデリングのみならず、プラズ

マ計測　　プラスマの温度・電子密度分布、熱プラ

ズマ中に投入した固体粒子の流速・表面温度・粒径

の計測、および熱プラズマの材料合成への応月ヨと輻

広い研究を行っている。研究室の構成は、ブロス教

授の他、助教授2名、助手3名、客員研究員3名、

ポス・ドク3名、大学院生9名という大所帯であっ

た。材料合成のテーマは、プラズマ・スプレーコー

ティング、非酸化物セラミックスの超微粒子合成、

金属問化合物の合成といったものであった。合成プ

ロセスをいくつかの要素プロセスに分解して、丁寧

に熱、流れ、反応を一つ一つ解析していく研究の進

め方は参考になった。

　私が行ったテーマも、高周波熱プラズマ中にセラ

ミックス粒子を投入し、熱プラズマと固体粒子の相

互作用を調べるという非常にシンプルなものであっ

た。熱プラズマの温度、熱伝導率、流速をコントロー

ルすることによって、プラズマから固体粒子への熱

移動量、加熱された粒子の冷却速度が変化する。こ

のプロセスをを、プラズマ処理した粉末の粒径、形

態、結晶相、組成から’調べ、評価することを目的と

した。異なった性格を持つ二種の粉末　　同一の化

学組成でたくさんの結晶相を持つアルミナと、結晶

構造の変化なしに広い不定比組成を持つチタンカー

ハイド　　をモテル物質として選び、プラスマに投

入した。固体粒子が超高温領域を通過する時間は

lOmsecのオーダーであり、従来、プラズマと固体粒

子の問には熱移動プロセスしか考慮されていなかっ

た。本研究では、プラズマ組成が影響する化学反応

プロセスを積極的に利用して粉末の特性を変えるこ

BuffetdesNationにて、ブロス教授夫妻と筆者
（左）。

とができた。

　また、研究室の構成はカナダの現在の姿も象徴し

ていた。ブロス教授もエジプトの出身であるし、そ

の他ポーランド、イラン、フランス、レバノン、中

国、チュニジア、モロッコ、そして日本と、カナダ

生まれの人間の方が少なかった。写真は、シャーブ

ルックで毎年行われるフェスティバルのとき撮った

ものであるが、40ケ国から来た人々が自国料理を並

べ、いろいろな味を楽しむことができる。カナダと

いう国はまだまだ移民を受け入れる余地があるし、

また必要でもある。ただし、フランス語を保持した

いケベック州としては、フランス語圏以外からの人

の流入は痛しかゆしといった具合いらしい。

　Time　runs　fast．最後に、留学の機会を与えて下

さった皆様に深く感謝致します。

投稿
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2509 Ion　neutra1ization　mediated　by　a　moIecu一 左右田龍太郎・相沢　　俊 Physica1Review　B
1ar　state：He＋on　D－covered　TiC｛III〕 大島　忠平・大谷　茂樹 41，1，803．1990

石沢　芳夫
2510 Effect　of　Additives　on　reaction　sintering 三友　護・小野春介 MRS　Int’I．Mtg．on　Adv．

of　siiicon　oxynitride 浅見　琢也・S－J．L．Kong Mats．
5，51．1989

2511 結晶・プラズマ・人問 小松正二郎 セラミックス
25，1，6．1990

2512 Pseudo－binary　system　Bi．O。一TeO．in　air 菊地　　武・北見　喜三 J．Mat．Sci
横山　政人 24．4275，ユ989

2513 Defect　Structure　of　Nonstoichiometric 近藤　秀信・藤本　正之 JPn．J．ApP1．Phys
Perovskite 羽田　　肇・白嵜　信一 28，　Spp1．28－2，　52．　1989

2514 AnomaIous　Bond　of　Mono1ayer　Graphite 相沢　　俊・左右田龍太郎 Physical　Review　Letters
on　Transition－Metal　Carbide　Surfaces 大谷　茂樹・石沢　芳夫 64，7，768．1990

大島忠平
2515 Incluced　emission　cross　section　of　Nd＝Y3 関田　正實・羽田　　肇 J．ApP1．Phys

Al．Ol．ceramics 柳谷　高公・白嵜　信一 67，1，1．1990
2516 Preparation　and　Crystal　Structures　of 正田　　薫・堤　　正幸 Jpn．J．App1．Phys

Bi－Based　Layered　Oxides　Inc1uding　Fe 松井　良夫・堀内　繁雄 29，2，L287．1990
25ユ7 Die　Strukturen　der　Kupfer一 加藤　克夫・室町　英治 Acta．Cryst一
Vanac1iumbronzen　Cux　V12029mit　x＝ 菅家　　康 C45．1841．1989

1，2，1，5und1，9
2518 エンジン用セラミックスの現状と将来展望 猪股　吉三 セラミックス

25，2，90．1990
2519 機能性セラミックスの粒界とミク．口機能 ・菱田　俊一・羽田　　肇 応用物理

田申　順三 59，3．1990
2520 Transmission　EIectron　Microscopy　of 松井　良夫・前田・京則

内野倉国男・竹川　俊二
JPn．J．ApPl．Phys

Modu1atedStructuresinPb－DopedBSCO 29，2，L273．1990
Superconductors，Bi。．1＿x　Pb．Srユ、o　CuOy
（x＝O　to0，3）

　　　　★　　MEMO　　★
運営会議

　10月26日、第117回運営会議が、1）平成3年度予

算概算要求にっいて　2〕平成2年度、3年度再編

成研究グループについて　3）最近の研究成果につ

いての議題で開催された。

研究会

　10月17日、第44回結合状態研究会が「ジュネーブ

大学での最近の陽電子消減研究」議題で開催された。

　11月14日、第5回結晶構造解析研究会が「YBa．

CulO・の双晶粒界の電顕観察」の議題で開催された。

　11月17日、第2回ガリウム酸塩研究会が「AGGTO

のイオン伝導機構と評価」の議題で開催された。

　11月28日、第4回ビスマス基オキシ弗化物研究会

が「非分子性個体の組成における構造的様相」の議

題で開催された。

　11月28日、第3回ガリウム酸塩研究会が「最近の

燃焼触媒反応について」の議題で開催された。

人事異動

　木島剛（第15研究グループ主任研究官）

宮崎大学教授に転任させる

　　　　　　　　　　　　（平成2年u月ユ日付）

海外出張

　第8研究グループ総合研究官佐藤洋一郎は、「第2

回ニューダイヤモンド国際会議において講演」のた

め平成2年9月22日から平成2年10月3日までアメ

リカ合衆国へ出張した。

　超高圧カステーション総合研究官山岡信夫は、「第

2回ニューダイヤモンド国際会議において講演」の

ため平成2年9月22日から平成2年10月3日までア

メリカ合衆国へ出張した。

　第8研究グループ主任研究官神田久生は、「第2回

ニューダイヤモンド国際会議において研究発表」の

ため平成2年9月22日から平成2年9月29日までア

メリカ合衆国へ出張した。

　第ユ2研究グループ主任研究官左右田龍太郎は、「反

応性低速イオンビーム及び超音速分子ビームを用い

た表面化学反応に関する研究」のため平成2年9月

25日から平成3年9月24日までアメリカ合衆国へ出

張した。

　第10研究グループ主任研究官宮沢靖人は、「日中シ

ンポジウム「結晶の成長と評価」において講演」の

ため平成2年10月7日から平成2年10月17日まで中

国へ出張した。

　第13研究グループ主任研究官北村健二は、「酸化物

薄膜単結晶の光学的評価と素材の高品質化に関する

共同研究及び光学材料を主とした単結晶材料開発に

関する情報の交換」のため平成2年10月14日から平

成2年11月10日までフランス国へ出張した。

　未知物質探索センター主任研究官梅原雅捷は、「第

35回磁性材料に関する会議において講演」のため平
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成2年10月2自日から平成2年11月8日までアメリカ

合衆国へ出張した。

　超高圧カステーション主任研究官下村理は、「高圧

装置の立ち上げ指導、研究討論及び放射光関係の調

査と討論」のため平成2年11月6日平成2年11月14

日までドイツ連邦共和国、スイス国及びフランス国

へ出張した。

　第8研究グループ主任研究官加茂睦和は、「ヨー

ロッパ材料科学会に出席し招待講演」のため平成2

年11月25日から平成2年12月3日までフランス国へ

出張した。

外国人の来所

2年9月14日MichaelY．Frenklach米国ペ
　　　　　　　ンシルヴァニア州立大学準教授

2年9月／7日　Dr，M．I．Timoshechkin　ソ運

　　　～ユ9日　Genera1Physics　Institute　Acad－

　　　　　　　emy　of　Sciences　of　the　USSR．

2年9月／9日D・．NongluckPa・nku・ddeeタイ

　　　　　　　国　Resercher，Metal　and　Mate－

　　　　　　　riaI　Technology　Department，

　　　　　　　Thailand　Institute　of　Scientific

　　　　　　　and　Techno1ogical　Research．

2年9月20日　李　星国　中国　日新製鋼㈱新材料

　　　　　　　研究所無機材料研究室研修生

2年10月8日　Dr．Kamal　Hossain　英国
　　　　　　　VAMAS運営委員会議長

2年10月9日　Dr．ルイス・ロバート他　米国　筑

　　　　　　　波研究コンソーシアム他

2年10月9日　潜　偉他　中国　北京科学技術大学

　　　　　　　助手他

2年10月17日　マーティン　ピーター教授　スイス

　　　　　　　ジュネーブ大学物理学科

2年10月22日　Dr．Bai　Kang　韓国　Korea　Insti－

　　　　　　　tute　of　Energy　and　Resources．

　　　　　　　Materials　Research　Lab．

2年10月24日　Prof．Fedor　A．Kuznetusov　ソ連

　　　　　　　科学アカデミーシベリア局無機化学

　　　　　　　研究所所長

2年10月25日　Paul　D．Drisco11他　京都大学生体

　　　　　　　医療研究センター他（日本レオロ

　　　　　　　ジー学会）

2年10月26日　Dr．G．B．M．M．Marin他　オランダ

　　　　　　　アイントホーフェン大学

2年10月29日　El－Kaddah，Nady他米国　Uni－

　　　　　　　versityofAlabama．他（日本鉄鋼協

　　　　　　　会）

2年10月31日　K　N　YAZ　EV，　D　M　I　T　R　I　I

　　　　　　　ANATOLIEVICH教授　ソ連　モ
　　　　　　　スクワ農業アカデミー

2年11月14日　アラヤ　ポシェト　コスタリカ大学

研究発表会

第18回無機材質研究所研究発表会開催される。

　第18回無機材質研究所研究発表会は、11月21日㈱

筑波研究学園都市・研究交流センターにおいて、研

究所職員及び公的機関・民問企業等から158名の参加

者を集って開催された。

　まず、瀬高所長の挨拶の後、「希土類アルミノけい

酸塩ガラスに関する研究」及び「モ」ンモリロナイト

に関する研究」の発表が行われ、次いで午後には「超

高圧力技術に関する研究」、「超高温技術に関する研

究」及び「生体機能性セラミックスに関する研究」

の発表が行われ、活発な質疑応答が行われた。

最近の刊行物

○無機材質研究所研究報告書

　第61号　希土類アルミノけい酸塩ガラスに関する

研究

　第62号　モンモリロナイトに関する研究

　第63号　超高圧力技術に関する研究（第3報）

　第64号　超高温技術に関する研究（第1報）

　体65号　生体機能性セラミックスに関する研究

　ご希望の方は、管理部企画課に文書にて、お申し

込み下さい。

発行　H　平成3年一月1H　第125’弓」

　　・発行　科学技術庁無機材質研究所
　　　　　　NATIONAL　INSTITUTE　FOR　RESEARCH　IN　INOI之GANIC　MATERIALS

　　　　　　〒305茨城県つくば巾並木1THユ番

　　　　　　電話0298・一51・3351
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